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主な施策と予算案など

　平成元年度当初予算案

総額513億4,849万円を計上

一
般
会
計
は
２
９
９
億
２
千
６
百
万
円

都
市
基
盤
整
備
な
ど
を
重
点
に

▲21世紀に向けて、都市基盤整備は重要な課題

　３月定例市議会は､３月２日俐に開会され、

29日出までの会期で平成元年度の当初予算案

などが審議されています。池本市長は初日、

新年度の施政方針を表明。京都南部の中核都

市として、21世紀に向け、夢とロマンのある

住みよいふるさとづくりに、更に全力を注ぐ

との決意を述べました。平成元年度当初予算

案は､一般会計が299億2,650万円。特

別会計・企業会計を含めると、総額で5 1 3

億4,849万７千円です。

　
三
月
二
日
團
、
三
月
定
例
市
議

必
一
で
、
池
本
市
長
は
平
成
元
年
度

の
施
政
方
針
と
基
本
政
策
忿
明
ら

か
に
し
、
総
額
五
百
十
三
億
四
千

八
百
四
十
九
万
七
千
円
に
上
る
新

年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

レ
笙
し
た
。

　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
二

百
九
十
九
億
二
士
〈
百
五
十
万
円
。

こ
れ
は
、
前
年
度
比
三
・
八
％
の

増
で
、
国
体
経
費
か
殴
く
と
五
・

四
叫
増
と
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て

い
未
了
。

　
特
に
本
年
度
は
、
抜
本
的
税
制

改
革
や
国
庫
補
助
負
担
率
の
見
直

し
な
ど
に
よ
る
厳
し
い
財
政
環
境

の
下
、
経
常
経
費
を
抑
制
し
な
が

ら
も
、
妾
周
辺
施
策
の
充
実
や

整
備
な
ど
の
車
－
一
施
策
か
稽
一
進
。

公
共
下
水
道
事
業
の
継
続
的
な
促

進
に
加
え
、
新
し
い
交
通
網
を
中

心
な
恚
都
市
環
境
の
整
備
、
高

齢
化
社
会
に
向
け
て
の
社
会
福
祉

の
充
実
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
産
業
と
観
光
の
振
興
、

ま
た
教
育
の
充
実
と
文
化
の
創
造

な
ど
、
新
た
な
事
業
を
積
極
的
に

予
算
計
上
し
て
ぃ
毒
司

　
市
長
三
期
目
の
初
年
度
に
ふ
さ

わ
Ｌ
ぞ
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た

夢
と
ロ
マ
ン
の
あ
る
「
宇
治
市
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
ぃ
乖
ｙ
。

　
予
算
特
別
委
員
会
で

　
1
3
日
か
ら
集
中
審
議

　
市
議
会
で
は
、
各
予
算
案
夕
集

中
審
議
す
る
た
め
、
三
月
四
日
出

に
予
算
特
別
委
員
会
食
殿
（
十

八
人
）
。
委
員
長
に
野
口
一
美
議

員
、
副
委
員
長
に
池
内
光
宏
議
員

夕
選
出
し
ま
し
た
。
同
委
員
会
一
は

十
三
日
側
か
ら
二
十
五
日
出
ま
で

の
間
に
八
回
開
か
れ
、
予
算
案
が

慎
重
に
審
議
さ
れ
康
了
。

　
な
お
、
本
会
議
は
今
後
、
十
四

日
脚
ど
二
十
九
日
困
の
日
程
で
開

会
。
予
算
案
を
は
じ
の
と
し
て
、

条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
が
審
議

洽
れ
、
議
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
ぃ
未
了
。

　平成元年度版

市民カレンダーと手びき

　３月中旬から配布

　
市
で
は
こ
の
程
、
平
成
元
年

度
版
の
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
び
き
」
（
Ａ
４
版
三
十
ベ
カ

ラ
ー
刷
り
）
を
発
行
。
五
十
九

年
度
か
ら
数
え
て
、
今
年
で
六

回
目
に
な
り
ま
す
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
各
月
に
は
、

行
事
予
定
や
税
の
納
期
な
μ
を

“さわやか宇治”

　　宇治の古墳文化

　　~古代にみる歴史のロマン~

　　　３月18日（土）

　　　午前10時5分から15分間

　　　KBS京都TV゛:UHF34ch

掲
載
。
家
族
の
予
定
や
出
来
事

な
ど
を
記
入
す
れ
ば
、
６
が

家
の
一
年
の
記
鈴
と
し
て
も

保
存
出
来
ま
す
。

　
手
び
き
に
は
、
保
健
予
防
年

間
日
程
表
や
各
種
相
談
案
内
な

芸
議
せ
て
い
‘
手
ご
返
。

　
「
市
内
の
主
な
公
共
施
設
あ
ん

な
い
図
」
が
別
冊
に
な
っ
て
い

手
。

　
三
月
中
旬
か
ら
各
町
内
（
自

治
）
必
一
長
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
、
各
ご
恣
に
お
届
け
ず
る

予
定
で
す
。
町
内
（
自
治
）
会
に

加
入
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
広

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
四
月
末
日
ま
で
、
文

化
セ
ン
タ
１
‐
‐
‐
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
″
セ
ン
タ
ー
、
宇
治
・
木

幡
・
小
倉
・
広
野
公
民
館
、
菟

道
・
横
島
・
伊
勢
田
・
平
盛
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
カ
レ
ン
ダ

ー
か
″
に
い
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
　
　
（
広
報
課
）
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私
が
は
ド
あ
て
市
長
に
就
任
し

た
当
時
は
、
人
口
急
増
に
よ
り
学

校
建
設
な
ど
に
追
わ
れ
、
都
市
基

盤
整
備
や
福
祉
、
文
化
、
体
育
な

ど
の
諸
極
束
は
、
立
ち
収
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
厳
し
い
財
政
状

況
下
に
あ
り
、
行
財
政
改
革
が
緊

急
の
課
題
で
し
た
。

　
こ
ラ
し
た
諸
問
題
に
対
し
、
決

断
と
実
行
力
を
持
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。
特
に
、

昨
年
は
京
都
国
体
を
市
民
総
参
加

で
成
功
。
「
活
力
あ
る
宇
治
市
の

建
設
」
も
軌
道
に
乗
り
、
新
た
な

両
つ
く
り
へ
の
展
望
が
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
度
は
、
三
期
目
の
ス

タ
ー
ト
年
度
。
私
は
、
市
政
運
営

の
方
針
と
し
て
三
つ
の
括
一
本
姿
勢

①
京
都
府
政
と
協
調
し
、
南
部
中

核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
と
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
②
二

十
一
世
紀
に
向
け
て
、
健
康
家
族

と
市
民
文
化
に
支
え
ら
れ
た
人
間

性
豊
か
な
地
域
つ
く
り
の
推
進
③

市
民
と
共
に
築
く
市
民
自
治
の
推

進
－
。
こ
の
基
本
姿
勢
か
基
に
、
夢

と
ロ
マ
ン
の
あ
る
「
緑
豊
か
な
、

　宇治市長
池本正夫

住
み
た
い
住
ん
で
よ
印
っ
た
人
間

都
市
、
宇
治
」
の
建
設
夕
目
指
し

て
、
努
力
し
て
参
り
ホ
チ
。

　
ま
た
、
平
成
三
年
に
は
市
制
四

十
周
年
か
廼
入
、
本
市
で
全
国
植

樹
祭
が
開
催
。
都
市
基
盤
の
整
備

や
観
光
・
地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ
、
市

民
の
連
帯
意
識
の
更
な
る
強
化
、

施政方針
（要旨）

の
経
済
見
通
し
で
実
質
成
長
率
四

妬
増
と
景
気
は
回
串
心
に
安
定
。

地
方
財
政
計
画
も
、
前
年
度
に
比

べ
高
い
伸
び
と
な
っ
て
い
未
了
。

　
本
市
で
は
、
一
般
会
計
の
予
算

規
模
の
伸
び
率
を
三
八
９
と
し
、

計
画
的
・
効
率
的
か
つ
健
全
な
行

財
政
運
営
に
努
め
未
了
。

く
り
〉

　
市
民
牛
活
含
完
る
た
め
の
都

市
基
盤
整
備
は
、
最
も
重
要
な
課

題
。
宇
治
橋
架
け
替
え
雲
雀
川

バ
イ
パ
ス
な
ど
の
道
路
整
備
、
京

阪
箆
鯛
前
交
通
広
場
な
ど
の
事

業
に
篁
于
る
と
共
に
、
引
き
続

き
下
水
道
事
業
聚
殯
進
し
ま
す
。

夢
と
ロ
マ
ン
の
あ
る

　
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を

新
庁
舎
の
建
設
や
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
の
整
備
な
芦
矛
遥
め
て
い
き

ま
ず
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
の
課
題
や
事
業

に
対
応
す
る
た
め
、
大
規
模
な
組

戦
機
構
改
革
夕
実
施
。
効
率
的
な

運
営
を
図
り
求
７
。

　
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
政
府

　
平
成
元
年
度
は
、
公
約
の
実
行

や
事
業
化
に
向
け
て
の
計
画
策
定

経
費
の
計
上
を
は
じ
め
、
第
二
次

総
合
計
回
に
統
つ
き
、
予
算
化
を

行
っ
て
参
り
ま
ず
。

　
７
つ
の
基
本
政
策

　
〈
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ

　
　
〈
明
日
に
向
か
う
教
育
の
充
実

と
ふ
る
さ
と
文
化
の
創
造
〉

　
児
童
・
牛
徒
の
健
全
育
成
を
図

る
た
め
、
教
育
セ
ン
タ
ー
準
備
室

か
設
置
す
る
ほ
か
、
学
校
教
育
の

充
実
に
努
め
未
了
。

　
ま
た
、
市
民
文
化
の
向
上
を
図

り
、
国
際
交
流
夕
積
極
的
に
進
め

る
と
共
に
、
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

吏
昌
言
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
ず
。

　
　
〈
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
生

き
が
い
の
あ
る
市
民
生
活
〉

　
「
高
齢
者
福
祉
充
実
の
元
年
」
と

位
置
付
け
、
す
べ
て
の
市
民
が
思

い
や
り
の
あ
る
地
域
社
会
の
中
で
、

健
康
で
姿
殆
い
か
痔
っ
て
暮
ら

せ
る
福
祉
舎
錨
し
未
了
。

　
ま
た
、
障
害
者
や
児
童
が
安
全

で
健
や
か
に
明
る
く
暮
ら
せ
る
条

件
整
備
に
努
め
未
ｙ
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

福
祉
・
保
健
・
教
育
な
ど
の
取
り

組
み
と
共
に
、
国
保
財
政
の
健
全

化
を
図
り
季
ｙ
。

　
　
〈
新
し
い
観
光
資
源
開
発
と
お

茶
な
ど
の
地
域
産
業
の
振
興
〉

　
地
域
経
済
と
観
光
宇
治
の
活
性

化
に
取
り
組
む
と
共
に
、
産
業
振

興
の
条
件
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
　
《
健
康
を
育
む
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
〉

　
市
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

関
心
を
高
め
る
と
共
に
、
体
育
施

設
の
活
用
と
市
民
の
健
鷹
つ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
《
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

地
域
社
会
の
形
成
〉

　
同
和
問
題
の
解
決
は
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
貴
務
で
あ
り
、

国
民
的
課
題
。
引
き
続
き
、
教
育

や
就
労
、
生
活
の
安
定
対
策
、
市

民
啓
発
を
積
極
的
に
進
め
ま
ず
。

　
ま
た
、
市
民
が
豊
か
な
心
と
連

帯
感
を
持
て
る
、
新
し
い
地
域
社

会
の
創
造
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
《
市
民
の
知
恵
と
活
力
を
生
か

し
、
清
潔
で
む
だ
の
な
い
市
政
〉

　
市
民
本
位
の
市
政
を
推
進
す
る

た
め
に
、
情
報
公
開
に
つ
い
て
検

討
。
一
方
、
行
政
改
革
審
議
心
一
で

民
間
活
力
の
活
用
な
ど
諸
施
策
の

審
議
か
求
め
、
効
率
的
な
行
政
運

営
を
図
り
ま
す
。



を目指しています。

のまち）

21世紀を展望したまちづくり

　
平
成
元
年
度
の
一
般
会
計
の
予

算
総
額
は
、
二
百
九
十
九
億
二
千

六
百
五
十
万
円
。
こ
の
予
算
を
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
夢
と
ロ
マ

ン
の
あ
る
「
宇
治
市
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
、
七
つ
の
基
本
施
策

　
（
下
段
囲
み
に
掲
載
）
を
柱
と
す

る
事
務
事
業
へ
、
効
率
的
に
配
分

し
て
い
ま
す
。

299億円の内訳

万円(23.5)

　児童福祉、

　生活保護な

二使います。

540万円(21 ｡I)

や公園、住宅の建設費用に、

総務費

43億4.524万円(14.5)

市の施策推進の管理経費，

　　160万円

　　210万円

　　196万円

1億3,000万円

　2,449万円

　　　2,311万円

　　　　398万円

　　　　|,200万円

　　　　479万円

　　　3,072万円

　　　　361万円

　　|億9,787万円

　　　　　109万円

97,500万円含む）

　　|億2,250万円

－　　　　63万円

補助

）　2億1,660万円

　　　5,621万円

　　　　600万円

　　18億|,981万円

一
般
会
計

　ここで、平成元年度市予算

案の主な施策と予算額をお知

らせします。市の予算は、一

般の行政運営に必要な経費を

計上する一般会計、特定の事

業を行う場合に別に経理する特別会計、水

道企業会計に分けられます。それらを合わ

せた今年度の予算総額は､513億4,849万7千

円(対前年度伸び率5.2％)となっています。

平成元年度当初予算規模
（単位:F円）△は減

会,汁名 平成lt年度
当初予算額

昭fll63年度
当初予算額 伸　率　(％)

一　般　会　計 29,926.500 28,824.226 3.8

交通災害共済-a業 42,300 41,100 ．　2.9

田尺健康保険It匙 6.075.100 5.411.012 12.3

公共下水;a t;業 3,806.924 3,861.974 △1.4

住宅新築責金等貸付事ss 37.573 50,063 △24.9

名人保健事業 8,121.300 7,313,118 II.1

簡易水道1･; t 17.925 17､100 4.8

火　災共･済t.業 14,000 13,400 4.5

特別会計介計 18.115.122 16,707.767 8.4

企% (水道）会計 3,306,875 3.284,358 0.7

総　　　　計 51、348､49748,816.351 5.2

　民間保育所運営補助　　　　　　　　　　　　9億8,591万円

ｑなかよし保育園移転新設事業補助(債務負担4,500万円含む)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,500万円

　家庭児童相談室運営費　　　　　　　　　　　　　　398万円

保　　健

　墓地公園基本設計・調査費　　　　　　　　　　　5,000万円

　成人・老人保健事業　　　　　　　　　　　　　　8,287万円

　障害児歯科治療事業　　　　　　　　　　　　　　　691万円

　保健医療センター運営事業　　　　　　　　　　　3,889万円

新しい観光資源開発と　

お茶などの地域産業の振興

　中小企業対策費（融資・補助）

Ｏ商業近代化補助

　農業基盤整備事業

　宇治茶振興事業補助

〇農業基本計画策定調査委託費

○温泉開発調査事務費

○観光宇治活性化事業

○「市の鳥」制定事業

5,589万円

　300万円

4,792万円

　608万円

　150万円

　70万円

　200万円

　60万円

健康を育む　スポーツ･レクリ工ーションの振興

黄槃公園再整備事業（債務負担|億|,000万円含む）4億8,003万円

Ｏ東宇治中学校屋外運動場照明施設建設事業

　スポーツ教室・スポーツ大会開催事業

　学校体育施設開放事業

　天ケ瀬森林公園維持管理費

6,000万円

　733万円

　853万円

　300万円

基本的人権が尊重される　

地域社会の形成

同和対策

　木幡河原老人の家管理運営事業

　善法地区老人福祉センター管理運営事業

　河原青少年センター管理運営事業

　善法青少年センター管理運営事業

　善法地区内道路改良事業

地域づくり

〇ふるさと創生事業一般公募経費

　コミュニティ施設活動費

　集会所整備事業

　映像による広報「さわやか宇治」放映費

　212万円

　433万円

　956万円

　908万円

｜,713万円

　150万円

2,336万円

3,413万円

　310万円

市民の知恵と活力を生かし　清潔でむだのない市政推進

Ｏ新庁舎設計委託費

　行政サービスコーナー運営経費

　土地開発公社貸付金

|億2,000万円

　｜,250万円

　　　2億円

効
率
的
に
行
財
政
を
運
営

964

平
成
元
年
度

予
算
案
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国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
六

十
億
七
千
五
百
十
万
円
（
前
年
度

比
十
二
・
三
％
増
）
か
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
自
営

業
や
農
家
、
年
金
生
活
者
な
ど
の

健
康
か
寺
る
地
域
保
険
制
度
と
し

て
、
気
要
な
諮
零
梁
だ
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
加
入
者
の
高
齢

化
や
医
療
施
設
の
増
加
に
よ
る
医

凍
竹
の
高
騰
な
ど
で
、
国
傑
財
政

は
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
田
保
運

営
協
議
会
か
な
一
険
料
率
に
つ
い

て
の
答
申
か
受
け
、
こ
れ
か
尊
璽

し
、
平
成
元
年
度
に
は
保
険
料
率

市
と
し
て
も
、
国
保
事
業
運
営
の

健
全
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
歳
入
で
は

保
険
料
二
十
五
億
四
千
六
百
七
十

六
万
円
、
国
庫
支
出
金
二
十
四
億

二
千
八
百
八
十
二
万
円
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
二
億
四
千
六
百

七
十
七
万
円
な
ど
か
計
上
。

　
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
四
十

噫
二
千
二
百
五
十
三
万
円
、
老
人
。

保
９
処
出
金
十
八
億
二
千
三
十
五

万
円
、
保
健
施
設
費
千
五
百
四
十

七
万
円
（
本
市
は
昭
和
六
十
三
年

改
定
を
予
定
。
ま
た
答
申
に
は
、
併

せ
て
○
被
保
険
者
の
負
担
増
を
出

采
る
だ
け
小
幅
に
す
る
こ
と
○
保

険
料
の
引
き
上
げ
だ
け
で
な
く
、

国
・
府
・
市
・
医
療
機
関
・
被
保
険
者

な
ど
国
保
事
業
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
関
係
者
が
努
力
す
る
こ
と
な

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
三
十

八
億
六
百
九
十
二
万
円
（
前
年
度

比
一
・
四
％
減
）
か
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
本
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、

昭
和
六
十
一
年
八
月
か
ら
一
部
地

域
で
供
用
を
開
始
。
現
在
で
は
、

汚
水
処
理
能
力
一
日
七
千
ト
ン

で
、
対
象
地
域
は
六
地
蔵
、
木

幡
、
五
ケ
庄
の
一
部
。
戸
数
四
千

水
道
事
芙
で
は
、
三
十
三
億
六

衣ざ

,

^

寸券へ４..

度
か
ら
三
年
間
、
厚
生
省
か
ら
「
ヘ

ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
」

推
進
都
市
の
指
定
か
曼
け
て
い
ま

す
が
、
そ
の
今
年
度
分
の
事
業
費

七
百
万
円
を
含
む
）
な
ど
公
訂
上

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
に
は
七
事
業
の
特
別
会
計
と
水
道
企
業
会
計

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
、
国
保
・
公
共
下
水
道
事
業
と
水

道
事
業
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

三
百
二
十
七
戸
、
人
口
一
万
三
千

八
百
四
十
八
の
下
水
処
理
が
可
能

と
な
っ
て
い
床
ｙ
。
整
備
率
は
七
・

九
％
で
す
か
、
平
成
元
年
度
末
に

は
、
処
理
人
口
一
万
五
エ
〈
百
八

十
七
人
、
整
備
率
八
・
八
％
ま
で

進
め
る
早
定
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
下
水
道
使
用
料
一

億
三
千
八
百
二
十
四
万
円
、
国
庫

補
助
金
九
億
千
四
百
十
五
万
円
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
九
億
九

千
九
百
十
三
万
円
、
市
債
十
七

億
四
千
七
十
万
円
な
ど
舎
訂
上
。

　
歳
出
で
は
、
東
宇
治
処
理
区
と

洛
南
処
理
区
に
係
る
管
。
県
（
か
ん

き
よ
）
建
設
事
業
費
と
し
て
十
七

億
六
千
九
百
十
五
万
円
、
処
理
場

建
設
事
業
費
二
億
六
千
八
百
六
十

万
円
、
処
理
場
維
持
管
理
費
に
一

億
千
二
百
八
十
五
万
円
な
ど
公
訂

上
し
て
い
季
ｙ
。

百
八
十
八
万
円
（
前
年
度
比
〇
・

七
§
増
）
公
訂
上
し
て
い
未
了
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
西
小
倉
浄

水
場
（
伊
勢
田
町
中
遊
田
）
の
第

一
期
建
設
工
事
欠
今
年
五
月
の

完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
水
道
施
設
第
五
次
拡
張

事
業
の
中
心
的
施
設
と
し
て
昨
年

二
月
に
着
工
し
た
も
の
で
、
増
加

す
る
水
需
要
に
応
じ
て
安
定
し
た

給
水
夕
仔
え
る
ぷ
つ
、
施
設
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
収
益
的
収
入
で
は
、
水
道
料
金

二
十
億
五
千
九
百
九
十
四
万
円
な

珊
珊
計
上
。
支
出
で
は
、
府
営
水

道
受
水
費
七
四
千
九
百
九
十
七
万

円
、
減
価
償
却
費
三
億
四
千
五
百

三
十
八
万
円
、
そ
の
ほ
か
維
持
管

理
費
な
珊
尽
計
上
し
て
い
濠
ｙ
。

　
資
本
的
収
入
で
は
、
上
水
道
事

業
債
二
億
四
千
万
円
な
ど
公
計
上
。

支
出
で
は
第
五
次
新
設
拡
張
事
業

費
と
し
て
、
西
小
倉
浄
水
場
第
一

期
工
事
や
配
水
管
整
備
な
ど
に
五

億
四
千
四
百
土
〈
万
円
か
計
上
し

て
い
ま
ず
。

特
別
企
業
　
会
計

都
市
基
盤
整
備
を
拡
充

　
　
公
共
下
水
道
事
業
に
3
8
億
円
計
上

21世紀を展望したまちづ

くり

▲近代的な中にも歴史と豊かな自然の調和したまちづくり

　　　　　　(昭和G3年８月に京滋バイパスが開通した宇治

その他12億554万円(4.0)

一般会計・主な施策と予算額

緑豊かな住みよいまちづくり

　まちづくり計画策定費　　　　　　　　　　　　　2,250万円

道路・河川・公園

　道路等維持補修費　　　　　　　　　　　　　2億5,424万円

　道路新設・改良事業　　　　　　　　　　　　川億8,995万円

　都市計画街路事業(債務負担3億円含む)　　13億7,475万円

　　(京阪宇治駅前交通広場・下居大久保線・宇治棋島線・国体

　　記念モニュメント)

　宇治橋架け替え事業負担金　　　　　　　　　　　7,460万円

　河川排水路整備事業　　　　　　　　　　　　3億1,250万円

〇(仮)宇治市フラワーセンター(都市緑化植物園)建設事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,053万円

　公園整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　8,目6万円

Ｏ(財)宇治市公園公社都市緑化基金補助金　　　　1,000万円

　街灯管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,522万円

住　　宅

〇地域型優良住宅促進啓発事業　　　　　　　　　　　350万円

　棋島吹前団地増築事業　　　　　　　　　　　1億4,157万円

Ｏ大久保旦椋団地建替事業設計等委託費　　　　　　　950万円

防　　災

　消防施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　6,196万円

〇初期消火活動協力者消火器詰替事業　　　　　　　　14万円

環　　境

　大気質監視測定局運営経費

　東宇治黄粟都市下水路築造事業

　不燃物収集運搬・埋立処分委託費

　城南衛生管理組合分担金

暮らし

　自転車等駐車場管理運営経費

Ｏ(仮)ＪＲ木幡駅前自転車等駐車場建設事業

　特定区間路線バス補助金

〇京都労働者信用基金協会出掲金

　消費生活事業

　　　785万円

4億2,000万円

　|億187万円

同意9,639万円

　|,965万円

|億3,000万円

　　433万円

　　150万円

　　316万円

明日に向かう教育の充実と　ふるさと文化の創造

教　　育

　中学校大規模改造事業

　小・中学校・幼稚園施設整備事業

○柔剣道場新築事業

Ｏ第２屋内運動場新築事業（債務負担）

o教育センター基本設計委託・準備室設置事業

　私立幼稚園就園助成補助

　各種社会教育事業

市民文化

　文化財保護事業

　文化センター管理運営経費

Ｏ移動図書館車購入費

　7,200万円

|億4,213万円

　8,536万円

　2億500万円

　5,850万円

　|億635万円

　　987万円

　2,359万円

1億2,636万円

　1,250万円

Ｏテープ図書購入費

〇公民館視聴覚教材・機器購入費

Ｏ宇治文庫発刊事業

Ｏ市民会館改修事業

　国際交流事業

高齢化社会に対応し
　生きがいのある市

社会福祉

　民生児童委員活動費

　くらしの資金貸付事業委託費

　ボラントピア事業補助・基金出資金

　奨学資金貸付事業

　宇治市心身障害者共同作業所運営補助

　在宅障害者デイ・サービス事業

　精神薄弱者施設措置

Ｏ盲人ガイドヘルパー派遣事業

〇精神薄弱者授産施設建設事業補助(債務負i

o在宅重度身体障害者短期保護とホームケア

○在宅老人デイ・サービスセンター建設事業

　　　　　　　　(債務負担|億6,000万円含む

　敬老会事業

〇高齢者実態・ニード調査委託費

　生活保護扶助費

水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業

国
保
事
業
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小
倉
公
民
館
で
は
、
三
月
十
八

日
出
・
十
九
日
㈲
・
二
十
一
日
向

の
三
日
間
、
「
第
八
回
小
倉
公
民
館

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
『
呼
び
か
け
よ
う
Ｉ
集

ま
る
つ
Ｉ
公
民
館
の
人
の
輪
へ
』
。

各
サ
ー
ク
ル
の
展
示
や
模
擬
店
の

ほ
か
、
各
種
の
教
裏
Ｔ
ハ
形
劇
な

芦
薬
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
▼
日
程
・
内
亨
：
左
表
▼
教
室

申
し
込
み
・
前
売
り
券
…
小
倉
公

民
館
へ
。
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

小
倉
公
民
館
ま
つ
り

3
月
1
8
日
・
1
9
日
・
2
1
日
に
開
催

　
春
休
み
こ
ど
も
教
室

　
縄
文
式
土
器
の
制
作
や
社
会
見

学
を
通
し
て
、
古
代
の
人
々
の
生

活
や
文
化
を
学
び
毒
了
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
▼
と
こ

小倉公民館まつり日程表

へ 月日 時　間 内　　　　　　容

展

=■
ポ

3/18

出 午前10時

～午後4時

油絵、水彩l*i、水墨画、パッチワーク、園芸, iS動紹

介など各サークルの展示
3/19
川

集

い

3/21
(■≫

午前IO時

～午後3時
〈つまみ絵教室〉定貝30人、村料費600円

午liiiio時
　　～正午 〈分封の折り方教室>随時参加.無料

ffli｣10時
　　～11時 〈やさしい友功教室〉随時参加、無料

午前ll時
　　～正午 〈ョーか教室〉定以2O人.無料

-r-後o時半
　～１時 〔ジャズダン刄公演)

午m時半
　　～3時

く八r>制>「絵姿あねさま」、「ききみみずきん」、

「ォズのまほうつかい」、「赤ずきんちやんや～い」

模

擬

店･

○お茶と和気/･ 200円(I≪［j、午前io時～午後3時）

○コーヒーとク..,*-ー　ion円(18日と19E1,いずれも午前io時-午後3時）

○きつねうどん　200円(19日、午irno時～乍後z時）

Ｏぜんぎい　150円（i9日、午前io時～午後3時）

○コーヒーとfづくりヶ一キ　150円121 日, r-前10時～午後2時）

○たこせん・わたがし　50円と100円(21日、午前io時～r-後i時）

○カレーライス　250PI (2U1, 午前11時～午後2時）

　
昨
年
、
国
会
で
成
立
し
た
消

費
税
の
創
設
に
伴
い
、
老
齢
福

祉
年
金
、
特
別
障
害
者
手
当
な

ど
の
受
給
者
と
低
所
得
者
の
在

宅
寝
た
き
り
老
人
な
ど
を
対
象

に
、
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
（
一

時
金
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
図

り
、
ま
た
寝
た
き
り
老
人
の
在

。
宅
介
護
の
支
援
に
役
立
て
て
い

た
だ
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。

　
支
給
要
件
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。
該
当
す
る
人
は
、
申

請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
（
種
類
と
支
給
要
件
）

臨
時
福
祉
給
付
金

　
▼
支
給
金
額
玉
万
円
ｙ
支

給
要
件
…
○
平
成
元
年
２
月
１

ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
▼
対

象
…
市
内
在
住
の
小
学

校
４
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
▼
定
員
…
2
5
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：

三
百
円
▼
申
し
込
み
・
：

３
月
1
3
日
囲
か
ら
、
中

央
公
民
館
へ
電
話
か
来

こども教室日程表

館
で
。
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
中
国
料
理
教
室

　
中
国
の
主
食
の
一
つ
で
あ
る
パ

オ
ズ
と
ピ
ン
づ
く
り
を
学
び
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
3
日
俐
（
パ
オ

ズ
）
・
３
月
3
0
日
俐
（
ピ
ン
）
、
い
ず

れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
１
時
▼
と

こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館
▼
定
員
・
：
各

2
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：
Ｉ
回

肘l 時　間 内　　　　脊

3/26
　(II)

午前9時

～午i≪5≪}

社会見乍

・橿原A･占学研究所附桟博物館

・大理iti周辺の占■an

3/28
　(勾

午後≫昨*
　-4時

繩文武i-.mづくり
　　（iZ'flをつくる）

3/29
　(和

午(41時半
　～4時

繩文式土おづくり
　巴を仕上げる）
※本焼きli公尺館で行います

4／7　(斜
午ill時ｔ
　- 3時 はなし、ビデオと作品鑑賞

日
で
、
本
年
２
月
分
の
次
の
い

ず
れ
か
の
年
金
吏
註
手
当
を

受
給
で
き
る
人
①
老
齢
福
祉
年

金
②
障
害
基
礎
年
金
の
ｙ
気
・
旧

障
一
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
も

の
③
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
、

旧
母
子
い
準
母
子
福
祉
年
金
に

相
当
す
る
も
の
④
児
童
扶
養
手

当
⑤
障
一
尾
福
祉
手
当
⑥
特
別

障
害
者
手
当
⑦
福
祉
手
当
（
経

過
措
置
分
）
⑧
原
爆
被
爆
者
諸

手
当
（
医
療
特
別
手
当
、
特
別

手
当
、
健
康
管
理
手
当
、
保
健

手
当
）
○
平
成
元
年
２
月
１
日

で
、
本
年
２
丹
分
の
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
な

る
障
害
児
Ｏ
平
戌
元
年
２
月

１
日
で
7
0
歳
以
上
の
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
人

　
（
高
齢
者
本
人
ま
た
は
高
齢
者

本
人
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る

人
が
、
昭
和
6
3
年
度
分
の
市
民

税
か
納
め
て
い
な
い
場
合
に
該

当
に
ま
す
）
。

　
た
だ
し
、
○
印
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
で
も
、
平
成
元

年
２
月
１
日
で
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
や
社
会
福
祉
施
設

に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
で
別
に

対
応
措
置
が
あ
る
た
め
除
か
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
通
所
（
通
園
）
施
設

な
ど
で
通
所
サ
ー
ビ
ス
か
受
け

て
い
る
人
や
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
契
約
型
の
施
設
に
入
所

し
て
い
る
人
で
○
印
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
福
祉

給
付
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

臨
時
介
護
福
祉
金

　
▼
支
給
金
額
・
：
五
万
円
▼
支

給
要
件
・
・
う
平
成
元
年
２
月
１

日
で
、
生
活
保
護
か
受
け
て
い

る
か
、
ま
た
は
市
民
税
非
課
税

世
帯
あ
る
い
は
均
等
割
の
み
課

税
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
属
し
て

い
る
人
（
本
人
ま
た
は
本
人
の

生
計
夕
羅
持
し
て
い
る
人
が
、

昭
和
6
3
年
度
分
の
市
民
税
か
納

め
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
均
等

割
の
税
額
の
み
納
め
て
い
る
場

五
百
円
▼
講
師
…
安
念
念
さ
ん

（
留
学
生
）
▼
申
し
込
み
・
：
小
倉
公

民
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
視
聴
覚
講
座

　
テ
レ
ビ
の
映
像
を
通
し
て
、
望

ま
し
い
母
親
像
と
日
ご
ろ
使
用
す

る
言
葉
に
つ
い
て
考
え
未
了
。

　
▼
と
き
・
：
①
３
月
1
6
日
閑
②
３

月
2
2
日
出
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公
民
館

▼
テ
ー
マ
・
：
①
お
か
あ
さ
ん
の
後

ろ
姿
②
心
が
通
ラ
美
し
く
豊
か
な

こ
と
ば
宝
冒
し
て
▼
定
員
・
：
2
0

人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
・
・
無
料
▼

申
し
込
み
…
広
野
公
民
館
へ
電
話

か
来
館
で
。
選
択
参
加
も
可
。
保

育
あ
り
ま
す
。
　
（
広
野
公
民
館
）

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
　
～
世
界
気
象
デ
ー
～

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
3
日
田
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
：
天
気
図
一
気
象

衛
星
か
ら
見
た
日
本
の
気
象
－
世

界
の
気
象
を
藍
視
す
る
気
象
衛
星

▼
対
隼
：
市
民
▼
定
員
・
・
・
2
0
人
▼

講
師
…
日
本
気
象
協
会
関
西
本
部

事
業
部
調
査
役
・
藤
村
正
義
さ
ん

▼
申
し
込
み
・
：
広
野
公
民
館
へ
電

話
か
来
館
で
。
　
（
広
野
公
民
館
）

合
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
）
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
元
年
２
月
１
日
で
６
ヵ

月
以
上
（
昭
和
6
3
年
８
月
１
日

以
前
か
ら
）
継
続
し
て
、
寝
た

き
り
、
ま
た
は
痴
呆
な
ど
の
状

態
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

6
5
歳
以
上
の
人
（
大
正
1
3
年
２

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

②
本
年
２
丹
分
の
特
別
障
害
者

手
当
、
障
一
毘
福
祉
手
当
、
ま

た
は
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

か
受
給
で
き
る
人
。

　
た
だ
し
、
平
成
元
年
２
月
１

日
現
在
で
、
病
院
、
診
療
所
、

老
人
保
健
施
設
に
継
続
し
て
３

　
春
休
み

　
　
　
　
巡
回
映
画
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
ｏ
３
月
2
8

日
脚
、
午
前
1
0
時
半
ａ
中
央
公
民

館
・
午
後
２
時
９
小
倉
公
民
館
○

３
月
2
9
日
困
、
午
前
1
0
時
半
＝
広

野
公
民
館
ｏ
３
月
3
0
日
團
。
午
前

1
0
時
半
＝
木
幡
公
民
館
・
午
後
２

時
＝
宇
治
公
民
館
▼
上
映
作
品
・
・
・

（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
ト
ム
ー
ソ
ー

ヤ
の
冒
険
パ
ー
ト
２
、
タ
オ
レ
物

語
、
大
造
じ
い
さ
ん
と
雁
▼
参
加

費
・
：
無
料
。
　
（
中
央
公
民
館
）

　
公
民
館
映
画
劇
場

　
▼
と
き
…
３
月
1
8
日
出
、
午
後

１
時
半
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ

ろ
…
中
央
公
民
館
▼
上
映
作
品
・
：

京
の
和
紙
・
櫛
（
く
し
）
と
か
ん
ざ

し
。
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
公
民
館
土
曜
講
座

　
▼
と
き
・
：
３
月
Ｈ
日
出
、
午
後

２
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

公
民
館
▼
テ
ー
マ
・
：
「
マ
ス
コ
ミ

と
の
つ
見
口
い
考
」
Ｉ
ニ
ュ
ー
ス

洪
水
の
九
割
は
捨
て
ぶ
っ
▼
講
師

・
：
京
都
新
聞
社
慨
賀
本
社
編
集
局

長
・
久
津
間
保
治
さ
ん
▼
申
し
込

み
・
・
・
中
央
公
民
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

力
月
を
超
え
て
（
昭
和
6
3
年
1
0

月
3
1
日
以
前
か
ら
）
入
院
し
て

い
る
人
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
社
会
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
人
、
里
親
や
養
護

委
託
者
に
委
託
し
て
い
る
人
は

除
か
れ
ま
す
。

　
（
申
請
手
続
き
）

　
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
か
受

給
で
き
る
人
に
は
、
必
要
書
類

な
ど
を
一
週
間
以
内
に
郵
送
し

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

次
の
方
法
で
提
出
穴

　
な
お
、
支
給
要
件
が
不
明
の

時
に
は
郵
送
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

該
当
す
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
▼
提
出
期
限
・
・
・
３
月
2
5
日
出

▼
提
出
方
法
・
：
①
窓
口
へ
提
出

す
る
場
合
＝
市
民
税
非
課
税
世

帯
ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税
の

　
天
体
写
真
展

　
▼
期
間
・
・
・
３
月
2
2
日
南
～
４
月

９
日
間
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館

▼
内
容
・
：
天
体
写
真
展
示
、
天
体

ビ
デ
オ
・
天
体
教
具
・
天
体
切
手

・
写
真
撮
影
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
天

体
図
書
コ
ー
ナ
ー
（
中
央
図
書
館

内
）
。
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
中
央
公
民
館
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
展
示
発
表
会

　
▼
期
間
・
：
４
月
１
日
出
～
４
月

２
日
間
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館

▼
参
加
団
体
三
陶
芸
）
楽
陶
会
・

秋
陶
会
・
鳳
凰
大
学
陶
芸
ク
ラ
ブ

・
市
陶
会
、
（
木
彫
）
き
つ
つ
き
、

（
木
工
百
曜
大
工
サ
ー
ク
ル
・
も

く
も
ぐ
、
（
紙
工
芸
）
手
づ
く
見

お
知

ら
せ

　
国
民
年
金
加
入
者
は

　
異
動
届
け
を
忘
れ
ず
に

　
将
来
、
国
民
年
金
か
受
け
る
た

め
に
、
住
所
や
氏
名
を
変
更
し
た

り
、
厚
生
年
金
な
芦
勤
務
先
の
年

金
に
加
入
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

世
帯
に
属
し
て
い
る
人
で
、
６

ヵ
月
以
上
継
続
し
て
寝
た
き
り

ま
た
は
痴
呆
な
ど
の
た
め
に
常

時
介
護
を
要
す
る
6
5
歳
以
上
の

人
と
7
0
歳
以
上
の
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
し
て
い
る
人
は
、

福
祉
課
老
人
福
祉
係
へ
②
郵
送

に
よ
り
提
出
す
る
場
合
９
①
以

外
の
人
は
、
次
に
よ
り
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
○
年
金
か
受
給
で

き
る
人
↓
保
険
年
金
課
国
民
年

金
係
Ｏ
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

夕
受
給
で
き
る
人
↓
福
祉
課
障

害
福
祉
係
Ｏ
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
奮
籍
で

き
る
人
↓
福
祉
課
ほ
子
児
童
福

祉
係
Ｏ
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
を

受
給
で
き
る
人
↓
社
会
課
社
会

係
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

紙
の
会
、

同
好
会
、

（
ビ
デ
オ
・
写
真
）
映
画

（
天
体
写
真
）
夢
見
会
。

　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
お
た
の
し
み
劇
場

　
▼
と
き
・
・
Ｊ
３
月
2
5
日
出
、
午
後

１
時
開
演
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民

館
▼
出
演
団
体
・
：
（
人
形
劇
）
と
ら

ご
ろ
う
、
（
紙
芝
居
）
お
も
ち
や
箱
、

（
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と
ゲ
ー
ム
）
じ

ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
。
命
央
公
民
館
）

　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
5
日
出
、
午
後

７
時
開
演
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民

館
▼
出
演
…
た
ん
ぽ
ぽ
村
音
楽
隊
、

さ
ん
し
ょ
、
合
唱
団
・
み
な
み
風
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
第
３
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
妻
）
は
、

次
の
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す

　
・
夫
が
転
職
・
退
職
し
た
り
、

6
5
歳
に
な
っ
た
と
き
・
自
分
の
収

入
が
増
え
て
、
扶
養
家
族
で
な
く

な
っ
た
と
き
・
離
婚
し
た
と
き
一

夫
が
死
亡
し
た
と
き
。

　
そ
の
ほ
か
の
異
動
が
あ
っ
た
と

き
は
、
保
険
年
金
課
（
ａ
⑩
3
1

4
1
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
バ
イ
ク
廃
車
申
告

　
　
　
　
　
３
月
中
に

　
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
税
金
は

毎
年
四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
か

使
用
登
録
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

現
在
所
有
し
て
い
な
い
人
は
、
三

月
末
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
ぐ
は
市
民
税
課
（
き
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
　
　
吊
民
税
課
）

　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　
中
央
図
書
館
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
四
月
二
十
八
日
倒
ま
で
、

『
わ
た
し
の
人
形
は
よ
い
人
沢
と

題
し
て
、
人
形
に
か
か
わ
る
本
の

展
示
と
貸
し
出
し
Ｉ
存
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

- 一 一

　
平
成
元
年
度
の
宇
治
市
消
費

生
活
モ
ー
’
一
タ
ー
か
募
集
し
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
活
動
は
、

消
費
者
問
題
の
学
習
、
小
売
物

価
な
ど
の
調
査
、
工
場
な
ど
の

施
設
見
学
で
す
。
学
習
会
な
ど

の
会
合
は
、
月
一
回
程
度
で
す
。

　
消
費
生
活
に
関
心
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。
。

　
▼
応
募
資
格
・
・
・
2
0
恙

で
市
内
に
在
住
し
て
お
り
、

市
内
の
市
場
や
小
売
店
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
″
ト
で
日
常
の
買

い
物
を
し
て
い
予
ハ
（
た
だ
し
、

以
前
に
公
的
機
関
の
消
費
者
モ

ニ
タ
ー
や
こ
れ
に
関
す
る
経
験

の
な
い
人
）
▼
募
集
人
数
・
：
2
5

人
▼
謝
礼
玉
万
円
（
年
額
）

▼
申
し
込
み
・
：
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
（
生
年
月
日
も
）
、

電
話
番
号
、
職
業
を
明
記
し
、

３
月
1
7
日
出
ま
で
に
商
工
観
光

課
（
干
Ⅲ
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
・

豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
電
話
で

の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

966

　
指
導
者
募
集

　
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
″
に
石
の
遊
び
に
閔
心
と
熱
意
の

あ
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
を

募
集
中
で
す
。
対
象
は
中
学
生
以

上
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

同
セ
ン
タ
よ
豊
㈲
7
4
4
7
）
へ
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
エ

　
　
一
輪
車
教
室

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
1
日
㈲
、
①
一

輪
車
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
コ
ー

ス
＝
午
前
1
0
時
１
正
午
②
も
っ
と

も
っ
と
う
ま
く
な
ろ
つ
コ
ー
ス
＝

午
後
１
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
：
大

久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
…

ｉ
歳
以
上
の
市
民
▼
定
員
・
：
①
コ

ー
ス
＝
2
0
人
・
②
マ
ー
不
‥
3
0
人

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：

無
料
▼
申
し
込
み
：
大
久
保
青
少

年
セ
ン
タ
ー
（
豊
図
7
4
4
7
）

へ
電
話
か
来
館
で
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
　
　
　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
5
日
出
、
午
前

1
0
時
・
午
後
２
時
’
午
後
５
時
の

３
回
▼
と
こ
ろ
…
黄
柴
体
育
館
▼

対
象
・
・
・
1
5
歳
以
上
の
人
▼
定
員
・
：

各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
…
千

円
（
要
顔
写
真
）
▼
申
し
込
み
・
：
３

月
1
2
日
間
、
午
前
９
時
か
ら
直
接

黄
柴
体
育
館
（
豊
⑩
4
0
0
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
宇
治
市
公
園
公
社
）

　
少
年
少
女
合
唱
団

　
1
0
周
年
記
愈
疋
期
演
奏
会

　
▼
と
き
…
３
月
1
9
日
間
、
午
後

１
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
▼
内
容
：
面
歌
披
露
、

組
曲
「
ぽ
ぐ
の
た
か
ら
も
ん
」
か
ら

５
曲
外
。
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
1
日
㈲
、
午
前

７
時
集
合
▼
行
き
先
・
：
明
治
村
▼

対
象
・
：
ｍ
度
肢
体
障
害
者
と
協
力

の
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
▼
参
加
費
・
・
・
障

害
者
＝
八
百
円
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

＝
三
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
３
月
1
5

日
團
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

（
容
⑩
5
6
5
0
）
へ
。
当
日
の
ボ

ラ
ン
テ
″
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
神
経
難
病
相
談

　
▼
と
き
…
３
月
2
7
日
側
、
午
後

１
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

保
健
所
▼
対
象
・
・
・
神
経
難
病
該
当

者
・
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
と
家
族

▼
内
容
・
：
専
門
医
師
に
よ
る
個
別

相
談
▼
申
し
込
み
・
：
３
月
C
M
日
嵐

ま
で
に
宇
治
保
健
所
（
容
⑥
2
1

9
1
）
へ
電
話
で
。
（
宇
治
保
健
所
）

所
得
税
、
府
・
市
民
税
の

申
告
は
3
月
1
5
日
（
水
）
ま
で

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金

　
　
申
請
は
3
月
2
5
日
ま
で

公民館の電話番

号

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
゛

　
応
募
は
3
月
1
7
日
ま
で


	page1
	page2
	page3
	page4

